
李登輝氏「奥の細道」第一歩  

自らの心境、俳句で詠む  

 

３１日、東京都江東区内の松尾芭蕉像前で、自作の俳句を披露する台湾の李登輝前総統（ＡＰ） 

 来日中の台湾の李登輝前総統は３１日、都内の江東区芭蕉記念館など俳人・松尾

芭蕉ゆかりの地を訪れ、今回の来日目的である「奥の細道」を行く第一歩を踏み出し

た。 

 芭蕉に関連する資料を展示する同館に、李氏は曾文恵夫人ら家族とともに到着し

た。山崎孝明・江東区長の案内で館内を見学し、奥の細道探訪を実現した自らの心

境を俳句に託し「深川に 芭蕉を慕ひ来 夏の夢」と詠んだ。 

 李氏は「今回は芭蕉が歩いた道の半分も歩けない」と残念そうだが、この後、芭蕉

旧居を記念する庭園を見学した。念願の旅路につく心境について「芭蕉がこれから歩

く道がわからなかったのと同様、私にもわからない」とユーモアたっぷりに話した。 

 


